










要約:神奈川県における過去 11 年間の人口ベース先天異常モニタリング調査の結果を国連

科学委員会報告の様式でまとめた。年間観察児総数はおよそ 4 万と一定で,奇形児頻度も

0.9～1.2%と安定している。調査期間中に特定の奇形の異常増加は認められなかった。出

生前診断によると考えられる発生減少が無脳症と Down 症候群に観察された。新しい先天

異常連合 Limb Body Wall(LBW)Complex が神奈川県でも発生していること,発生頻度は国内

外で差がないことが明らかとなった。


